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Rgyud 　bu　chung に見 られ る ペ マ リ ン パ の 思想

安　田　章　紀

1． 序 ペ マ リ ン パ （Padma　gling　pa，
145Q1521 ） は現在の ブ

ー
タ ン 王国 の ブ ム タ

ン （Bum 　th・ng ）地方 に生 まれ
， 同地方 を主要 な活動の 舞台と しなが ら ， その 生涯

を 「テ ル マ 」（gter　ma ，埋 蔵宝）の 発掘や 寺 院の 建設 に 捧 げた． 「テ ル マ 」 とは
，

ニ

ン マ 派 の 開祖 パ ドマ サ ン バ ヴ ァ （Padmasambhava ）が 地 中 や 洞 窟な ど人 目 に つ か な

い とこ ろ に埋 蔵 した と伝 え られ る書籍や 仏像類 な どの こ とで あるが ， その 発掘者

で あ る 「テ ル トン 」 （gter　ston，埋 蔵宝発見者） と して 彼 は生前か ら勇 名 を馳せ ， 後

世， 「5 人 の テ ル トン 王 」 （gter　st・n　rgyal 　p・ 且nga ） とい うニ ンマ 派史上 最 も偉大 なテ

ル トン た ちの 1 人 に 数え られ る に至 っ て い る， したが っ て ，
ニ ン マ 派研究 を進 め

る 上 で ペ マ リ ン パ は避 けて 通 る こ との で きな い 存在で あ る． 彼の 伝記 に つ い て は

既 に詳細 な研究 が行わ れて い る が
1）

， 思想 面 は全 くと言 っ て い い ほ ど解明 され て

い ない ． 本稿 で は ，

ペ マ リ ン パ が テ ル トン と して 自ら発掘 した と され る 数多 くの

テ ル マ の うち
，
Rgyud 　bu　chung （r小編 タ ン トラ』） と呼 ば れ る文献群 に着 目 し ， そ

の 分析 を通 して ペ マ リ ン パ の 思 想 の
一

端 を明 らか に した い ．

2 ． Rgyud 　bu　chung の 構成 Rgyud 　bu　chung は以 下 の 表 に示 した 22篇 の
， 目

録お よび タ ン トラ か ら構成 され て い る，
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19
＊N ・ rbu 　phra わんoゴ 20

＊Rin　chen 　spungs 　pa 21
＊

κun 　bzang　thugs 頗 me

iong

　（0）は Rgyud 　bu　chung 全体 の 目録 で あ る ． （1）か ら （21）は それ ぞ れが 独立 し

た タ ン トラで あ り，

ニ ン マ 派独 自の 思想 と して 著名 な 「ゾ ク チ ェ ン 」（rdzogs 　chen ）

の
一

流儀 で あ る 「ニ ン テ ィ ク 」 （snying 　tig）に つ い て
， 理論 と実践双 方の 観 点か ら

幅広 い 主 題 を 論 じ て い る ． こ れ ら 21 篇 の タ ン ト ラ は 2 グ ル ー プ に 大 別 さ れ る．

「ニ ン テ ィ クの
， 極秘 に して 無 上 の 17 篇の タ ン トラか ら繰 り返 し要略 した 17の

小 タ ン トラ ， お よび 4 篇 の 補足 （kha　sk ・ng ）
，

以 上 21篇 が 「小 編 タ ン トラ』 と呼

ば れ る．」
2）

す なわ ち， もと もとの 「極 秘 に して 無上 の 」 タ ン トラ 17篇 を略本 に

した 「17 の 小 タ ン トラ 」を 中核 と し
， そ こ に 4 篇 の 「補足 」 タ ン トラ を付 け足

した の で あ る． 表中の ＊ を付 けた もの が 第 1 グ ル ー プ に属 し
，

下 線 を引い た 4 つ

が 補足 タ ン トラ に該 当す る ． 本稿 で は紙 数の 都合 に よ り，
4 篇の 補足 タ ン トラ に

的 を絞 っ て 内容の 紹介 と分析 を試み る．

3． 4篇の 補足タ ン トラ　4篇 の 補足 タ ン トラ の 概 要は 以 下 の よ うで あ る． （1）
’
Od 　zer 　can は後述 す る 「根基 」 （gzhi） とい う概念 お よび仏 陀 の 三 身につ い て 記 述

す る． （6）一 は正 式に は Dbang 　bzhi　
’
i　spyi 　bsdonzs　gtsug　na 　me

’bar　gyi

rgyud とい う名称 を持 ち ， 「4 つ の 灌頂」 （dbang　bzhi）の 「梗 概」 （spyi 　bsdoms） を述

べ る ． （10）sC．t！e．tz11t！2g．agetLgE．2gh　 h　d 　　　 は Gtsug　na 〃me
’
bar同様 ， 灌頂 に つ い て 解説す る．

冒頭 に灌頂全般 につ い て の 概 説が置 かれ， その 後 ，
4 つ の 灌頂 の 3 番 目に あた る

「般 若知慧灌頂」の 式次第 を詳述す る ． （16）一 は遥 か昔か ら現在 ま

で に 出現 した 仏陀 の 長大 な系譜 と， 身 口 意 の 鍛 錬 な どの 雑 多な 修行 法 を列 挙 す

る．

4 ． 補足 タ ン トラの 思想

4 ．1 ． Rgyud 　bu　chung の 由来　ペ マ リ ン パ の 自伝 に よれ ば ，
　 Rgyud 　bu　chung は

もと もと 「シ ェ ラプ メ バ ル 」 （Shes　rab 　me
’
bar

，
1267− 1326）なる 人物に よ っ て発見 さ

れ たが ， ゆ え有 っ て彼は そ れ を再び埋蔵 した， 時 を経 て ペ マ リ ン パ が 改 め て そ れ

を発見 し， よ うや く流布す る こ とに なっ た
3）
． ゆ えに Rgyud　bu　chblng はペ マ リ ン

パ 自身の 著作 で は ない ． しか し，
ペ マ リン パ がそれ を自らの テ ル マ の 1 つ と確か

に位置づ けて い る 以 上
， そ こ に含 まれ る思想 は彼の 自家薬籠 中の もの とな っ て い

た と考え るの が 自然 で あ る ． 以 下 ， 理論面 で 厂存在論」， 実践面 で 「灌頂論 」 と

い う主題 を設 け ， 補足 タ ン トラ中の 関連箇所の 読解 を通 して
，

ペ マ リ ン パ の 思 想
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に ア プ ロ ー
チ する．

4 ．2 ． 存在論　ペ マ リ ン パ は
’Od・ier ・can に お い て

， 「原初 の 全 般 的根 基 」 （th・g

ma
’
i　spyi 　gzhi）

4）
， 或い は短 く 「根基」（gzhi） と呼ばれ る存在を設定 して い る． こ れ

は 「真正 の 法身」 （yang　dag　pa
’
i　ch ・s・sku ）， 「原初の 庇護者で あ る不変 の 光」（th・g　ma

’
i

mg ・n 　p・
’
・d　mi

’
gyur　ba）， 「もと よ りあ りの ま まの 君主」 （ye　j　i　bzhin　pa

’
i　mnga

’
　bdag）な

ど と複数 の 異称 で も呼 ば れ て い る
5）
． こ の 「根 基 」は 「内な る 3 つ の 智慧 〔か ら

な る 〕叡 智」 （nang 　ye　shes 　gsum 　gyi　rig　pa） とい う異 名の 1 つ が 示 唆す る よ うに ， 3

つ の 側面 を持 っ て い る ． す な わ ち， （1）「本体 で ある 絶対清 浄の 智慧 」 （ng ・ b・ ka

dag　ye　shes ），（2）「本性 で あ る 自然 成 立 の 智慧 」 （rang 　bzhin　lhun　grub　ye　shes ）， （3）「慈

悲 で あ る 自発 的顕現 の 智慧」 （thugs　rje　rang 　snang 　ye　shes）
6）

で あ る ． （1）は 「本体 で

あ る 絶対清浄 の 智 慧 （ng ・ b・ ka　dag　ye　shes ） に は 「無明』 とい うもの が あ り得 ない

の で
，
1 つ で あ る とか 2 つ で ある な ど と数え よ うが な い ． 何に も分 割 し よ うの な

い 法性 で あ り， 単 な る 智 慧 と して さ え成 り立 つ こ とが ない ．」
7）

との 記 述が あ る

よ うに
， 「智慧」の 名称は仮の もの にす ぎず ， 実際 の と こ ろ は ， 「何 もの か と して

成 立 す る こ と」 を受け付 け ない
，

ま っ さ らな空 白で あ る． （2）は 「本性で あ る 自

然成立 の 智慧 （rang 　bzhin　rhun　grub　ye　shes ） は生 ぜ ず滅 せ ず，何 もお 考 え に な らな い

（cir　mi 　dgongs）． 対象 （yul） と理 解 （nges 　pa）が 無い の で ， 滅す る こ との 無い （
’
gag

med 　pa）活力 （rtsal） と徳性 （yon・tan） に よ っ て
， 純粋 な戯 れ （rol　pa　tsam ） と して 顕

現 す る．」
8）

との 記述 が あ る よ うに ， 「智慧」 と名付 け られ て い る もの の ， （1） と

同様， 何 ら知的作用 を伴 っ て お らず ，
生滅変化の 埒外で 自律的 に躍 動 し続け る

，

盲 目的な活発性で あ る． （3）は 「慈悲 で ある遍 満の 智慧 （thug調 e　kun   yab　ye　shes ）

に お い て ， 〔中略〕知性 と して の 智慧 （ye　shes 　mkhyen 　pa）を完備 した局面が 問接 的

に ， 有情に対 して 出現す る．」
9）

との 記述 が あ る よ うに ， 「智慧 」の 名の 通 り明確

な知的性質 を帯 び
， 自ら を空 間的 に満 ち浴 れ させ なが ら露 わ に して い くとい う ，

具象的 な位相 で あ る．

　根基 は以上 3 つ の 位相が 積み重 な っ た重層的存在で あるが ， こ れ ら 3 つ は川頁に

仏 陀の 三 身 ， す な わ ち ， 法 身 ， 受用 身， 化 身の 基 盤 を な す と され て い る
lo）

． つ

ま り， 根基 は仏陀 の 悟 りの 世界 を支 え る土 台と して の 役割 を持つ ． しか し， そ の

一
方で

， 「絶対清浄 （ka　dag） は 無迷 乱 （
’
khru1・med ） と説 か れ る． 自然成立 （1hun

g皿 b） は ， 迷乱 の 基 盤 （
’
khru1　gzhi） と して 説 か れ る もの 全 て の 〔更 に根 本的 な〕迷

乱基盤 で あ る． 化 身 〔の 基 盤〕は 道 〔を歩 む過 程 で 出来す る〕迷 乱 の 基盤 （lam

gyi　
’khru1　gzhi） と説 か れ る．」

ll）
との 記 述が 見 出 され

， あ りとあ らゆ る 迷 妄が もと
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を辿 れ ば根基 に 遡 る こ とが 示唆 され て い る． そ もそ も根基 は既 述 の 通 り 「原初

の 」（thog　ma ）とい う語 を冠 して呼 ば れ て い た。 した が っ て
，

ペ マ リ ンパ に お い て ，

根基 とい う存在 は輪廻 と涅槃 ， 迷 い と悟 りの 双方 に先立 っ て 存在す る 第
一
前提で

あ り， 迷悟が共 に 依 っ て 立つ とこ ろ の 究極的な基底で あ っ た と言 えよう．

4 ．3 ． 灌頂論 　ペ マ リ ン パ は Gtsug　na 　me
’bar お よ び Che 　nechog 　dgongs　pa に お

い て ， イ ン ド ・チ ベ ッ トを通 じて 広 く流 布 した 4 階梯 の 灌頂体系 を踏襲 して い

る ． す なわ ち ， 「瓶 灌 頂」 （bum 　dbang）， 「秘密灌頂」 （gsang　dbang）， 「般 若智慧灌頂」

（shes 　rab 　ye　shes 　dbang）
， 「語灌頂」（tshig　dbang）で あ る． こ れ らはJll頁に 「有戯論」， 「無

戯 論」， 「極 無戯 論」， 「上 無戯 論」 と呼 ば れ
12）

， 修行 者 を次 第に戯 論 を絶 っ た 高

度 な境 地 に 導い て い くこ と を 目的として い る ． Che　mchog 　dgongs　pa に よ る と
，
4

つ の 灌頂 はそ れぞ れ灌頂の 受 け手 に対 し ， 以 下 の 表 に示す よ うな浄化や 成熟， 歓

喜 な ど種 々 の 効能 を もた らす
13）

．

灌頂 瓶 秘 密 般 若智慧 語

浄化対象 身 口 意 身口意

修習の 資格 生 起次 第 体 内熱 虹の 身体 空性

成熟対象 脈 風 滴 心

所断 笑 うこ と 見 る こ と 手 を握 る こ と 性交

歓喜 歓喜 最勝歓喜 離 歓喜 倶生歓喜

印 三 昧耶 羯磨 法 大

果 化 身 受用 身 法身 自性身

こ の うち， 「般若智慧灌頂」に つ い て は Che 〃mchog 　dgongs　pa に詳細 な式次第の 説

明が見 られ る が
， 要約す る と以 下 の 通 りで あ る． （1）儀礼 の 実施場所 と して 人里

離 れ た 心 地 よ い 場 所 を選 ぶ
14＞

． （2）馬頭 尊 （Rta　mgrin ） と金 剛 亥母 （Rd・ rje　phag

m ・），
パ ドマ サ ンバ ヴ ァ と イ ェ シ ェ ツ ォ ギ ャ ル （Ye ・hes　mtsh ・ rgyaD とい う2 組 の

父 母尊 （yab　yum ） を中央 に配 した マ ン ダ ラ を描 き
， 請願 と と もに奉献す る． そ の

際， 「印母 」 （phyag　rgya ）と呼ば れ る 導 師の 女性パ ー トナ ー も， 特 に洗 い 清 め 飾 り

立 て て 待機 させ て お く
15）

， （3）弟 子が 導 師に 灌頂 の 授 与 を 請 い
， 導 師 は そ れ に

対 して 「女性 を遠 ざ けず ，
受 け 入 れ るべ し」 な どの 三 昧耶 を授 ける

16）
． （4）導

師 と男性 の 弟子 た ちは 生 起 次 第 に よ っ て 自 ら を馬 頭尊 と して 観想す る． 眉 間 ，

喉 ， 胸， 臍 に はそ れ ぞ れ ，
金 剛， 宝 ， 蓮華 ， 業 部族 の ダー カ （dpa

’
　b・） を ， 頭頂

に はパ ドマ サ ン バ ヴ ァ を思い 浮かべ る．
一
方 ， 印母 と女性 の 弟子 た ち は 自ら を金
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剛亥母 と して観想 し， 男性 と同様の 箇所に 同 じ部族の ダ ー キ ニ ー （mkha
’
　
’
gr・）を ，

頭頂 に は イ ェ シ ェ ツ ォ ギ ャ ル を思 い 浮かべ る
17）

． （5）弟子 た ち は 目隠 しを して
，

男性 は金剛 亥母 ， 女性 は馬頭尊 を眼前 に 観想 し
， 自らの 胸部 に 発 した光線 を通 し

て そ れ ら 目前の 尊格 と溶け合 い
， 歓 喜に 我知 らず身 を躍 らせ る さ まを思 い 描 く．

弟子 た ち は 目隠 しを外 し ， 導師 に 聖 別 を受けた後 ， 香 を焚 く， 楽器 を奏で る
， 甘

露 を味 わ うな どの 遊興 に耽 る
18＞

． （6）導師 は 「女 陰は あ らゆ る 秘 密真 言 の 蔵 で

ある」 な ど と
， 女陰の 神聖 さを繰 り返 し弟子 たち に説い て 聞か せ る

19）
． （7）印

母 の 口か ら も同趣 旨の 宣言が 発せ られ た後 ， 導師は印母を弟子の 1人に委ね ， 弟

子 た ち は 男女 1 組 に な っ て性交 す る． そ の 際 ， 性 別 に応 じて （4） の 生 起 次第 を

再 び行 うが ， 今 回 はパ ドマ サ ン バ ヴ ァ と イエ シ ェ ツ ォ ギ ャ ル な ど
， 男女の 尊格 5

組 が そ れ ぞ れ交 わ り絡 み 合 っ て い る もの を観想す る
20）

． （8）体 内の 各所 に 思 い

浮かべ た そ れ らの 父 母尊が
， 性交 の さなか ，

上 か ら順 に 「秘密 の 徴 を保つ 灌頂」

（gsang　rtags　
’
chang 　ba

’
i　dbang）， 「清浄 な明 ・ 空 の 灌頂」 （gsal　st・ng 　dag　pa

’
i　dbang）， 「清浄

な顕
・空 の 灌頂 」（snang 　stong 　dag　pa

’
i　dbang）， 「清 浄 な楽 ・空 の 灌頂」（bde　stong 　dag

pa
’
i　dbang）， 「大遊戯の 灌頂」（r・1　pa　ch ・n 　p・

’i　db・ng ）とい う 5 つ の 灌 頂 を次 々 に得て

い き， 最後 に ， 現 実に交わ っ て い る弟子た ち 自身 に他 な らない 馬頭 尊と金 剛亥母

が 「般若智慧灌頂 」を得 る と念 じる
21）

．

5 ． まとめ　本稿 はい まだ謎 に包 まれて い るペ マ リ ンパ の 思 想研 究に先鞭 をつ

け るべ く， 彼 の テ ル マ の 1 つ Rgyud　bu　chung に含 まれ る 4 篇 の 補足 タ ン トラ に焦

点 を当て て ， 理 論 と実践 の 両側面 か ら彼 の 思想 を読 み解い た ． 今後の 課題 と して

は ， 考察の 範囲 を Rgyud 　bu　chung 所 収 の 「17 の 小 タ ン トラ 」や 別 の テ ル マ に も

拡大 し ，
ペ マ リ ン パ の 思想 を よ り広 く深 く多面的 に究 明す る こ とが 望 ま れ る．

1 ）Aris　1988；Harding　2003．　　　　　2）∫ηアing　tig　gsang 　ba　’i　rgyud 　kソi　kha　byang，6．1−3：

snying 　tig　yang　gsang　bla　na 　med 　pa　yi！bcu　bdun　rgyud 　las　yang　dang　yang　du　btus！rgyud 　chung

bcu　bdun　kha　skong 　bzhi　dang　bcas！nyi 　shu 　rtsa 　gcig　rgyud 　bu　ohung 　zhes 　grags！．　　　　　3）　Aris

1983： 217−218；Harding　2003： 45冖46．　　　4 ）　てフd　zer 　can
， 19．6．　　　5 ）Ibid．

，
18．6

，
20．6．

6）Ibid．，18．6−19．1．　　　 7 ）Ibid．， 19．1−2：ngo 　bo　ka　dag　ye　shes　la！ma 　rig　pa　zhes 　ma 　srid

pas／gcig　dang　gnyis　shes　bgrang　du　med ！gang　du　ma 　phyes　chos 　nyid 　la！ye　shes 　tsam　du　grub

pa　med ！．　　　 8 ）Ibid．，19．2−3：rang 　bzhin　lhun　grub　ye　shes 　ni ／ma 　skyes 　mi
’
gag　cir　mi

dgongs！yul　dang　nges 　pa　med 　pゴi　phyir／rtsal　dang　yon　tan
’
gag　med 　pas！rol　pa　tsam　du　snang

ba　laん　　　9）Ibid．，193−4 ： thugs　rje　kun　khyab　ye　shes 　la　L ．．ye　shes 　mkhyen 　pa　rdzogs 　pa
’
i

cha ！shugs 　kyis　sems 　can　mams 　la℃harん　　　10）Ibid．，22．6： chos 　s 
’

i　gzhi　ka　dag　gtan　la

phab　bo／longs　sku
’i　gzhi　nlun　grub　gtan　la　phab　bo ／sprul 　sku

’
i　gzhi　sna 　tshogs 　gtan　la　phab　boん
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11）Ibid．，23．1 ： ka　dag
レ
khnll　med 　du　bstan　1 亜hun　grub

’
  nll　gzhlrbstan　pa　tllams　cad 　kyi　

1

  rul

gzhro／sprul 　sku 　lam　gyi
’khml　gzhir　bstan　pa

’
01 ．　　　 12） Gtsug　na 　me 　

’
ba厂，224．4−5 ： spros

bcas　bum 　pa　phyi　dbang 　dang！spros 　med 　nang 　gi　gsang　dba皿g　dang！shin 　tu　spros　med 　sher　ye
’
i

dbang　！　rab 　tu　spros 　med 　tshig　dbang　rin　po　che 　！　snod 　ldan　bu　la　rim 　bzhin　bskur／．　　　 13）（］he

mchog 　dgongs　pa ， 370．3−5， 371．1−3，
371．6−372．3．　　　　　14）　Ibid．，372．4−5．　　　　　15）　Ibid．，

372．5−374．2．　　　　　16）　Ibid．， 374．2−375．3．　　　　　17）　Ibid．，375．3− 378．1．　　　　　18）　且bid．，

378。1−379．1．　　　　　19）　Ibid．，379．1−381．1．　　　　　20）　Ibid．， 381ユー382．1．　　　　　21）　Ibid．，

382．1− 383．6．
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